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平成 30 年４月 27 日 

各  位 
会 社 名 株 式 会 社 タ カ ラ ト ミ ー 

代 表 者 名 代表取締役社長   小島 一洋 

 （コード番号 7867 東証第 1部） 

問い合わせ先 常務執行役員連結管理本部長 
沓澤 浩也 

 （電話番号 03－5654－1548） 

 

 

通期業績予想の修正、個別業績予想と前期実績との差異に関するお知らせ 
 

当社は、下記のとおり平成29年10月27日に公表した連結業績予想を修正するとともに個別業績予想に

おいて、前事業年度の実績値と比較して差異が生じることをお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 平成30年３月期連結業績予想数値の修正（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

 

２．平成30年３月期個別業績予想数値及び前期実績との差異（平成29年４月１日～平成30年３月31日）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株あたり 

当期純利益 

前期実績（Ａ） 
百万円 

75,664 

百万円 

3,325 

百万円 

3,919 

百万円 

2,916 

円 銭 

33.59 

今回修正予想（Ｂ） 86,700 6,500 6,500 3,800 40.44 

増減額（Ｂ－Ａ） 11,036 3,175 2,581 884 － 

増減率（％） 14.6 95.5 65.9 30.3 － 

 

 

 

 売上高 

 

営業利益 経常利益 親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

177,000 

百万円 

11,500 

百万円 

11,500 

百万円 

7,000 

円 銭 

74.67 

今回修正予想（Ｂ） 177,300 13,100 12,300 7,900 84.08 

増減額（Ｂ－Ａ） 300 1,600 800 900 － 

増減率（％） 0.2 13.9 7.0 12.9 － 

（ご参考）前期実績 

（平成29年3月期） 

167,661 7,744 7,823 5,372 61.88 
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３．修正の理由 

（１）連結業績予想 

 売上高は、国内市場の玩具販売及び海外向け輸出が好調に推移していることなどから、177,300百万

円となる見込みであります。営業利益及び経常利益は、売上高が増加したことなどから前回の発表予想

を上回る見込みであります。 

親会社株主に帰属する当期純利益は、特別損失として一部無形固定資産の減損損失や貸倒引当金など

を計上するものの、経常利益が増加したことなどから前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

（２）個別業績予想（前期実績値との差異） 

 個別業績につきましても、国内市場の玩具販売及び海外向け輸出が好調に推移していることなどから、

売上高は86,700百万円となる見込みであります。営業利益および経常利益は、売上高が増加したことな

どから前期実績を大幅に上回る見込みであります。 

当期純利益は、特別損失として貸倒引当金繰入額を計上するものの、経常利益が増加したことなどか

ら前期実績を大幅に上回る見込みであります。 

 

４．配当予想について 

 配当予想につきましては、今回の業績予想に伴う変更はなく、すでに実施した中間配当（第２四半期

末）１株につき７円、期末配当として１株につき７円（年間配当金は１株につき14円）を予定しており

ます。 

 

【業績等の予想に関する注意事項】 

この資料に記載されております業績等の予想数値につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算

定しており、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値

と異なる場合があります。 

 

 以 上 


